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台風１１号により被害を受けた方々にお見舞い申し上げます。 

佐渡島については、日本海を縦断した８月９～１１日にかけて、大量の雨と

風をもたらしました。一部で冠水と海岸地区の一部で出穂したての稲が塩害被

害をうけました。下記に写真を貼付し、簡単ですが報告させていただきます。 

 

平野部のほ場 

手前が穂が出揃った 

「こしいぶき」奥側が 

最近穂が出始めた「コ 

シヒカリ」のほ場です 

 

出始めの穂の一部が風の 

影響で少し赤くなってい 

ますが、大きな被害には 

ならないと思っています 

 

 

 

相川地区の海岸地ほ場です。 

平野部よりも少し穂の出か 

たは進んでいるようです。 

塩風の影響を受けやすい場 

所では、葉先や穂が白く枯 

れたところもありました。 

被害の大きいところで３割 

程度の減収になるとの予想 

ですが、そうしたほ場もほ 

んの一部で、思ったよりは 

被害が少なかったようです。 

 

しかし、塩害は時間が経た 

ないとはっきりとした被害が 

分からないので、今後状況を 

見極めたいと思っています。 

佐渡米通信        号外 
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